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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

９
４
回
目 

令
和
５
年

２

０

２

３

１
０
月
２
１
日 

池
田 

満 
１
１
代
の
景
行
天
皇
の
御
代
の
事
で
し
た
。
ヒ
シ
ロ
の
ミ
ヤ
は
、
纏
向
遺
跡
の
と
こ
ろ
で
す
。 

J
R

の
巻
向
駅
の
近
く
で
す
。「
纏(

マ
ト
イ)

」
の
漢
字
は
、
読
み
に
く
い
字
で
す
ね
。 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
の
ス
ヘ
ラ
ギ
は
、
漢
字
時
代
に
な
っ
て
景
行
天
皇
と
、
贈
り
名
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
景
行
の
「
景
」
は
景
観
の
と
こ
ろ
を
眺
め
る
意
味
で
す
。
九
州
の
平
定
に
巡
り
行
か
れ
た
ス
ヘ

ラ
ギ
で
す
。
考
古
学
の
発
掘
の
時
代
と
照
合
が
、
し
易
い
時
代
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

豊
か
さ
が
行
き
渡
っ
て
、「
ア
メ
の
ミ
チ
」
か
ら
乖
離
し
ま
す
。
ミ
チ
と
豊
か
過
ぎ
の
相
克
で
す
。 

現
代
に
も
、
定
年
後
の
「
き
ょ
う
い
く
」
と
「
き
ょ
う
よ
う
」
の
大
問
題
が
、
皮
肉
に
も
起
き
て

来
た
の
で
し
た
。
暇
過
ぎ
て
暇
過
ぎ
て
で
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
で
何
で
も
で
き
て
し
ま
っ
て
、
精
神

疾
患
を
生
じ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
人
生
１
０
０
歳
時
代
を
迎
え
て
、
豊
か
さ
の
極
み
で
ド
反

転
と
言
え
ま
し
ょ
う
、
か
。 

新
た
な
展
開
の
新
時
代
で
す
。 

何
は
と
も
あ
れ
、
お
元
気
な
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ま
（
景
行
天
皇
）
、
８
１
歳
で
ご
即
位
を
な
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
の
九
州
遠
征
で
す
。 

９
２
歳
の
時
に
ご

出
征
な
さ
い
ま
す
。 

９
９
歳
の
時
に
ミ

ヤ
コ
（
マ
キ
ム
キ
の

ヒ
シ
ロ
の
ミ
ヤ
）
に

ご
帰
還
な
さ
い
ま
し

た
。 

『
日
本
書
紀
』
小
学
館
、 

日
本
古
典
文
学
全
集 
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３
８
、
ヒ
シ
ロ
の
ヨ 

ク
マ
ソ
う
つ 

ア
ヤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二
代 

景
行
天
皇 

３
８
・
３
９
・
４
０
ア
ヤ 

三
分
割
の
上
の
前
半  

 

 

３
８
‐
１ 

時
は
ア
ス
ス
の
７
８
８
年
の
フ
ツ
キ
（
７
月
）
１
１
日
の
事
で
し
た
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
天
皇
、

タ
リ
ヒ
コ
）
さ
ん
は
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
（
天
皇
位
・
日
継
ぎ
）
を
受
け
継
が
れ
ま
す
。
１
２
代
ア
メ
・
ス
ヘ
ラ

ギ
の
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
８
１
歳
に
お
な
り
で
し
た
。
ミ
ク
サ
タ
カ
ラ
（
三
種
の
神
器
）
の
受
け
渡
し
の

使
い
の
ア
マ
ヲ
シ
カ
が
遣
（
つ
か
）
わ
さ
れ
ま
す
。 

 

ト
ホ
カ
ミ
ヱ
ヒ
タ
メ
に
準
じ
て
の
ヤ
ト
ヨ
の
ミ
ハ
タ
を
飾
り
、
タ
カ
ミ
ク
ラ
の
設
（
し
つ
ら
え
）
も
、
得

も
厳
（
お
ご
そ
）
か
に
営
ま
れ
ま
す
。
ア
マ
ツ
カ
ミ
（
ご
先
祖
の
カ
ミ
）
達
も
下
り
て
臨
席
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
ご
即
位
の
儀
式
が
終
わ
っ
て
、
翌
日
に
は
、
タ
ミ
（
国
民
）
に
即
位
の
儀
式
の
設
え
を
公
開
し
ま

す
。 

３
８
‐
３ 

ワ
カ
ミ
ヤ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
）
の
ハ
ツ
コ
ヨ
ミ
が
始
ま
っ
て
の
２
年
の
ヤ
ヨ
ヒ
（
２
月
）
に
、
お
キ
サ

キ
さ
ん
（
正
皇
后
）
が
定
ま
り
ま
す
。
ハ
リ
マ
の
イ
ナ
ヒ
・
ヲ
・
イ
ラ
ツ
ヒ
メ
さ
ん
が
ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇

后
）
に
お
立
ち
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ナ
ヒ
・
ヒ
メ
は
、
ウ
チ
ミ
ヤ
に
な
ら
れ
る
前
の
ウ
チ
メ
（
２
番
目
の
キ

サ
キ
の
位
）
の
ク
ラ
イ
の
時
の
こ
と
で
し
た
。
既
に
コ
ソ
（
昨
年
、
ア
ス
ス
７
８
８
年
）
ウ
ツ
キ
（
４
月
）

に
、
産
む
べ
き
臨
月
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
出
産
は
遅
れ
遅
れ
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
や

っ
と
２
１
ヶ
月
目
の
シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
モ
チ
（
満
月
）
に
な
っ
て
お
産
み
に
な
ら
れ
る
時
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
冬
の
飾
り
物
の
モ
チ
ハ
ナ
（
お
餅
の
花
飾
り
）
を
お
作
り
に
な
ら
れ
て
い
て
、
臼
の
傍
（
は
た
）
に

て
双
子
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。
兄
の
名
は
モ
チ
ヒ
ト
の
ヲ
ウ
ス
ミ
コ
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
弟
の
名

は
ハ
ナ
ヒ
コ
の
コ
ウ
ス
ミ
コ
（
の
ち
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
共
に
元
気
な
子
供
で
し

た
。
成
長
の
の
ち
に
、
身
長
は
ヒ
ト
セ
に
な
り
ま
す
と
、
兄
ヲ
ウ
ス
は
力
が
弱
く
、
弟
コ
ウ
ス
（
ヤ
マ
ト
タ

ケ
）
は
２
０
人
力
の
力
持
ち
で
し
た
。 

３
８
‐
６ 

３
年
（
ア
ス
ス
７
９
０
年
）
の
ハ
ル
（
春
）
キ
サ
ラ
キ
（
２
月
）
１
日
に
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
天

皇
）
さ
ん
は
、
キ
の
ク
ニ
（
紀
州
・
和
歌
山
）
に
ミ
ユ
キ
（
行
幸
）
し
て
カ
ミ
を
祭
ら
ん
と
、
思
わ
れ
ま
し

た
。
ア
ヒ
の
ミ
ヤ
の
日
の
前
の
日
前
宮
の
こ
と
で
す
ね
。
お
隣
に
ア
ヒ
の
マ
エ
ミ
ヤ
の
ク
ニ
カ
ケ
の
國
懸

神
宮
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ウ
ラ
ナ
イ
（
占
い
）
を
さ
せ
ま
す
と
「
行
く
は
良
か

ら
す
（
ず
、
良
く
な
い
）
」
と
結
果
が
出
ま
し
た
。【
事

情
は
未
詳
】 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
キ
の
ク
ニ
へ
の
ミ
ユ
キ
（
行

幸
）
を
取
り
や
め
て
、
代
理
の
人
を
使
わ
す
事
に
な
さ

い
ま
し
た
。
キ
の
ク
ニ
（
紀
州
・
和
歌
山
）
へ
の
カ
ミ

マ
ツ
リ
に
行
く
人
は
、
オ
シ
マ
コ
ト
の
子
の
ウ
マ
シ

タ
ケ
・
ヰ
コ
コ
ロ
に
お
決
め
に
な
り
ま
す
。 

オ
シ
マ
コ
ト
は
、
イ
カ
シ
コ
メ
（
イ
キ
シ
コ
メ
）
さ

ん
の
皇
子
で
す
。
８
代
ク
ニ
ク
ル
（
孝
元
天
皇
）
さ
ん

と
の
間
に
も
う
け
た
ミ
コ
で
す
。
ア
ス
ス
５
１
４
年

生
ま
れ
。
（
ホ
３
２-

４
３
） 
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ヰ
コ
コ
ロ
は
、
キ
の
ク
ニ
の
ア
ヒ
カ
シ
ハ
ラ

（
現
・
和
歌
山
市
相
坂(

そ
う
ざ
か)

、
松
原
付
近
）

に
９
年
住
ん
で
カ
ミ
マ
ツ
リ
を
し
ま
す
の
で
し

た
。
そ
の
う
ち
に
、
キ
の
ウ
チ
マ
ロ
の
娘
の
ヤ
マ

ト
・
カ
ケ
ヒ
メ
を
娶
っ
て
タ
ケ
ウ
チ
マ
ロ
（
漢
字

文
献
の
武
内
宿
祢
）
が
産
ま
れ
ま
す
。
産
湯
の
井

戸
は
現
代
に
も
残
さ
れ
て
い
て
、
丁
重
に
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。（
の
ち
の
、
７
代
将
軍
の
徳
川
吉
宗

の
産
湯
も
こ
の
井
戸
の
水
を
使
っ
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
和
歌
山
市
松
原
の
安
原
八
幡
宮
の
奥
宮

の
武
内
神
社
） 

 

３
８
‐
８ 

４
年
（
ア
ス
ス
７
９
１
年
）
の
キ
サ
ラ
（
２

月
）
モ
チ
（
満
月
）
に
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
（
景

行
天
皇
）
は
ミ
ノ
（
岐
阜
）
に
ミ
ユ
キ
（
行
幸
）

を
な
さ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ト
ミ
（
臣
）
達
が
言

う
の
で
し
た
。 

 

「
ミ
ノ
に
良
い
娘
さ
ん
が
居
ま
す
。
ヤ
サ
カ
・

タ
カ
ヨ
リ
の
娘
さ
ん
で
す
。
コ
コ
ナ
（
菊
）
を
切

り
植
え
て
楽
し
む
の
で
コ
コ
リ
ミ
ヤ
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
」 

 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
、
此
れ
を
得
ん
と
思
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
こ
で
ミ
ノ
（
美
濃
）
へ
の
ミ
ユ
キ
で
す
。
ミ
ノ
の
タ
カ
キ
タ
の
タ
カ
ヨ
リ
の
コ
コ
リ
の
ミ
ヤ
に
お
着

き
に
な
っ
た
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
、
景
勝
の
イ
ケ
ス
（
池
）
を
望
ま
れ
ま
す
。（
可
児
市

か

に

し

久
々
利
に
は
、
ク

ク
リ
の
宮
跡
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
泳
宮(

く
く
り
の
み
や)

遺
跡
）
そ
こ
に
さ
し
覗
く
オ
ト
ヒ
メ
を
見
止

め
ら
れ
て
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
お
召
し
に
な
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
オ
ト
ヒ
メ
さ
ん
は
考
え
ら
れ
ま
す
。（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
８
４
歳
） 

３
８
‐
１
１ 

「
イ
セ
の
ミ
チ
に
通
え
る
ノ
リ
も
ツ
ヤ
な
ら
ず
」 

 

そ
こ
で
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
に
申
し
上
げ
る
の
で
し
た
。 

 

「
ヤ
ツ
カ
レ
（
私
）
は
ト
ツ
ギ
を
好
み
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
ミ
ア
ラ
カ
（
宮
中
）
に
召
さ
れ
る
の
は
決

し
て
良
い
こ
と
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
。 

 

わ
た
く
し
の
姉
の
名
は
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ
で
し
て
、
ス
ガ
タ
も
す
べ
て
良
い
で
す
。
キ
サ
イ
の
ミ
ヤ
に

召
さ
れ
る
と
も
、
姉
は
ミ
サ
ホ
も
成
る
こ
と
で
御
座
い
ま
し
ょ
う
」 

 

キ
ミ
は
、
オ
ト
ヒ
メ
の
言
葉
を
お
聞
き
入
れ
に
な
り
ま
し
て
、
姉
の
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ
を
召
さ
れ
ま
す
。 

３
８
‐
１
３ 

ネ
シ
モ
（
１
１
月
）
１
日
に
マ
キ
ム
キ
の
ヒ
シ
ロ
の
ミ
ヤ
に
帰
宮
さ
れ
ま
し
て
、
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ

メ
は
ウ
チ
メ
と
し
て
ミ
ヤ
に
入
ら
れ
ま
す
。 

３
８
‐
１
３ 

５
年
（
ア
ス
ス
７
９
２
年
）
の
ネ
シ
モ
（
１
１
月
）
１
５
日
の
日
の
出
に
、
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ
さ

ん
は
ミ
コ
（
皇
子
）
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。
ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ
さ
ん
（
ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
、
後
の
成
務
天

皇
）
で
す
。 

入
内
の
報
告
の
参
拝
に
キ
の
ク
ニ
に
行
っ
た
の
が
、
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ
の
父
の
ヤ
サ
カ
・
タ
カ
ヨ
リ
で

す
。
タ
カ
ヨ
リ
は
、
ヒ
ノ
マ
エ
（
和
歌
山
市
、
日
前
宮
）
に
詣
で
ま
し
た
。 
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す
る
と
、
キ
の
ウ
チ
マ
ロ
の
孫
の
男
の
子
の
タ
ケ
ウ
チ
マ
ロ
（
漢
字
文
献
の
竹
内
宿
祢
）
の
出
産
に
出

会
わ
せ
た
の
で
し
た
。
赤
ん
坊
の
父
親
は
ウ
マ
シ
タ
ケ
・
ヰ
コ
コ
ロ
で
す
。
母
親
は
ヤ
マ
ト
・
カ
ケ
ヒ
メ
で

す
。
ヰ
コ
コ
ロ
は
、
偶
々
来
た
ミ
ノ
（
美
濃
）
の
ヤ
サ
カ
・
タ
カ
ヨ
リ
に
、
名
付
け
の
親
に
と
命
名
を
頼
み

ま
し
た
。
タ
カ
ヨ
リ
は
、
赤
ん
坊
に
命
名
し
て
、
イ
ム
ナ
（
実
名
）
は
タ
カ
ヨ
シ
、
ウ
チ
か
ら
取
っ
て
タ
ケ

ウ
チ
マ
ロ
と
名
付
け
ま
し
た
。 

３
８
‐
１
５ 

そ
の
時
に
、
宮
中
か
ら
キ
ジ
（
使
い
）
が
キ
の
ク
ニ
に
着
ま
す
。
そ
れ
は
、
ヤ
サ
カ
イ
リ
ヒ
メ
さ

ん
の
ご
出
産
を
告
げ
る
使
い
で
し
た
。
父
の
ヤ
サ
カ
・
タ
カ
ヨ
リ
に
も
知
ら
せ
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

早
速
に
、
タ
カ
ヨ
リ
は
ミ
ヤ
コ
（
首
都
、
マ
キ
ム
ク
）
に
上
京
し
ま
す
。
キ
の
ウ
チ
マ
ロ
も
同
行
し
ま

す
。
そ
し
て
ウ
チ
ミ
ヤ
（
皇
居
）
に
コ
ト
ホ
キ
（
お
祝
い
）
を
言
上
し
ま
す
の
で
し
た
。
キ
ミ
（
景
行
天
皇
）

は
お
喜
び
で
イ
ミ
ナ
の
命
名
を
乞
わ
れ
る
の
で
し
た
。
ウ
チ
マ
ロ
は
、
お
生
れ
に
な
っ
た
ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ

さ
ん
（
ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
、
後
の
成
務
天
皇
）
に
ウ
チ
ヒ
ト
の
イ
ミ
ナ
を
捧
げ
ま
す
。
ウ
チ
ヒ
ト
は
後
に
ヨ

ツ
ギ
（
世
継
ぎ
）
の
ミ
コ
（
皇
子
）
と
定
ま
り
ま
す
。
ミ
ノ
・
ウ
チ
メ
（
ヤ
サ
カ
・
イ
リ
ヒ
メ
）
は
、
ミ
ノ
・

ス
ケ
キ
サ
キ
に
昇
格
な
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ヰ
モ
キ
ヒ
コ
（
ス
ス
キ
ネ
）
と
、
オ
シ
ワ
ケ
、
ワ
カ
ヤ
マ
ト

ネ
、
オ
オ
ツ
ワ
ケ
、
ヌ
ノ
シ
ヒ
メ
、
ヌ
ナ
キ
ヒ
メ
、
カ
ノ
コ
ヨ
リ
ヒ
メ
、
ヰ
モ
キ
ヒ
メ
、
ヰ
ソ
サ
キ
ヒ
コ
、

サ
ヒ
ヱ
ヒ
コ
、
タ
カ
ギ
ヒ
メ
、
オ
ト
ヒ
メ
の
多
く
の
ミ
コ
達
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
８
‐
１
８ 

イ
ワ
ツ
ク
ワ
ケ
の
子
の
ミ
ツ
ハ
・
イ
ラ
ツ
メ
は
ミ
ヲ
の
ス
ケ
と
し
て
入
内
し
て
お
ら
れ
ま
し
て
、

ヰ
モ
ノ
メ
・
ク
ス
コ
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。
ミ
ツ
ハ
・
イ
ラ
ツ
メ
は
ウ
チ
・
ヲ
キ
ミ
に
任
じ
ら
れ
ま
す
。 

３
８
‐
１
９ 

イ
ソ
ノ
カ
ミ
の
ヰ
ソ
キ
ネ
さ
ん
の
娘
さ
ん
の
ヰ
カ
ワ
ス
ケ
は
、
カ
ン
ク
シ
と
、
イ
ナ
セ
ヒ
コ
、
ア

ヘ
コ
コ
ト
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。 

３
８
‐
２
０ 

タ
カ
タ
・
ウ
チ
は
、
タ
ケ
コ
ワ
ケ
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。 

３
８
‐
２
０ 

ソ
ヲ
・
タ
ケ
の
タ
ケ
ヒ
メ
は
１
６
ヶ
月
孕
ん
だ
後
に
双
子
の
ク
ニ
コ
リ
ワ
ケ
と
ク
ニ
チ
ワ
ケ
を
お

産
み
に
な
り
ま
す
。
次
に
、
ミ
ヤ
ツ
ワ
ケ
、
ト
ヨ
ト
ワ
ケ
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。 

３
８
‐
２
１ 

ま
た
、
ヒ
ウ
ガ
ミ
ユ
キ
（
九
州
行
幸
）
に
際
し
て
、
カ
ミ
ナ
ガ
の
ヲ
タ
ネ
ヒ
メ
が
オ
シ
モ
（
３
番

目
の
キ
サ
キ
の
位
）
に
な
ら
れ
ま
し
て
ヒ
フ
ガ
ソ
ツ
ヒ
コ
を
お
産
み
に
な
り
ま
す
。 

３
８
‐
２
２ 

ソ
ヲ
の
ミ
ハ
カ
セ
ヒ
メ
は
、
ト
ヨ
ク
ニ
（
ト
ヨ
ク
ワ
ケ
、
ソ
ヲ
ヒ
ト
）
を
お
産
み
に
な
り
ま
し
て
、

後
の
ヒ
フ
ガ
キ
ミ
に
な
り
ま
す
。 

３
８
‐
２
２ 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
の
ス
ヘ
ラ
ギ
（
景
行
天
皇
）
の
ミ
コ
達
は
、
ヲ
（
男
）
は
５
５
人
、
メ
（
女
）
は
２

６
人
も
あ
り
ま
し
て
、
総
計
８
１
人
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

 

ヲ
ヲ
ウ
ス
（
モ
チ
ヒ
ト
、
ミ
ノ
）
と
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
（
コ
ウ
ス
、
ハ
ナ
ヒ
コ
）、
ヰ
モ
キ
イ
リ
ヒ
コ
、
ヰ

モ
ノ
ヒ
メ
、
ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
（
ワ
カ
タ
リ
ヒ
コ
）、
ト
ヨ
ク
ワ
ケ
（
ト
ヨ
ク
ニ
ワ
ケ
）
の
６
人
が
ヲ
ミ
コ

（
主
要
な
ミ
コ
）
の
名
を
得
ま
す
。
そ
の
他
の
７
５
人
の
ミ
コ
達
は
ク
ニ
・
ア
ガ
タ
に
と
分
け
治
む
こ
と

に
な
り
、
ス
エ
（
子
孫
）
も
多
く
に
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
８
‐
２
４ 

１
２
年
（
ア
ス
ス
７
９
９
年
）
の
ハ
ツ
ハ
ル
（
１
月
）
に
、
ミ
ノ
の
ク
ニ
の
カ
ン
ホ
ネ
の
娘
の
ト

オ
コ
の
姉
妹
が
美
人
で
あ
る
か
ら
と
、
ヲ
ヲ
ウ
ス
（
双
子
の
兄
の
方
、
モ
チ
ヒ
ト
）
を
使
わ
し
て
呼
び
召
し

ま
し
た
。
ヲ
ヲ
ウ
ス
の
ミ
コ
は
、
ミ
ノ
に
至
り
ま
し
て
、
ト
オ
コ
ヒ
メ
の
姿
を
見
ま
し
て
密
か
に
召
し
ま

し
た
。
そ
し
て
ミ
ノ
に
留
ま
っ
て
ミ
ヤ
コ
に
帰
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。
ヲ
ヲ
ウ
ス
は
こ
の
年
１
１
歳
で
し
て
、

タ
ケ
（
身
長
）
は
ヤ
タ
（
８
尺
）
あ
り
ま
し
た
。
も
う
、
お
さ
な
子
（
幼
児
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ミ
は
、

ヲ
ヲ
ウ
ス
を
お
咎
め
に
な
っ
て
ミ
ヤ
コ
に
は
入
れ
な
い
旨
を
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 
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３
８
‐
２
６ 

１
２
年
（
ア
ス
ス
７
９
９
年
）
ア
フ
ミ
ツ
キ
（
７
月
）
ツ
ク
シ
（
九
州
）
の
南
部
の
ツ
マ
（
都
万

神
社
、
宮
崎
県
西
都
市
の
妻
）
の
ク
マ
ソ
が
叛
（
そ
む
）
き
ま
す
。
ミ
ツ
ギ
（
租
税
）
の
納
入
を
拒
む
の
で

し
た
。
現
代
で
言
え
ば
脱
税
行
為
を
し
て
開
き
直
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
ツ
ク
シ
か
ら
オ
シ
テ
（
文
書
）
を

捧
げ
て
、
ミ
カ
リ
（
反
乱
平
定
）
を
求
め
て
き
ま
す
。 

 

ハ
ツ
キ
（
８
月
）
モ
チ
（
満
月
）
に
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
（
景
行
天
皇
）
は
ツ
ク
シ
に
出
発
な
さ
い
ま
す
。

平
定
の
為
の
ミ
ユ
キ
で
す
。 

３
８
‐
２
７ 

ナ
（
ナ
ガ
ツ
キ
、
９
月
）
５
日
に
ス
ハ
フ
（
周
防
、
山
口
）
の
サ
ハ
（
佐
波
）
に
至
り
ま
す
。
こ

の
時
キ
ミ
は
サ
（
南
）
を
臨
み
見
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
ザ
ガ
イ
キ
た
つ
は 

ツ
ツ
ガ
（
ガ
の
良
く
な
い
事
が
山
積
）
か
や
」 

 

そ
こ
で
、
先
遣
隊
で
斥
候
を
お
出
し
に
な
り
ま
す
。
先
遣
隊
は
オ
オ
ノ
・
タ
ケ
モ
ロ
と
、
キ
の
ウ
ナ
テ
、

モ
ノ
ヘ
・
ナ
ツ
ハ
ナ
の
３
人
で
す
。
さ
て
、
ツ
ク
シ
に
渡
り
ま
す
と
カ
ン
カ
シ
ヒ
メ
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
ン
カ
シ
ヒ
メ
は
ヒ
ト
ノ
カ
ミ
（
有
力
者
）
で
し
て
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
が
先
遣
隊
を
お
出
し
に
な
っ
た

の
を
聞
い
て
迎
え
て
の
待
機
で
す
。
シ
ツ
ヤ
マ
の
サ
カ
キ
を
抜
い
て
来
て
飾
り
を
掛
け
ま
す
。
カ
ン
ツ
ヱ

（
上
枝
）
に
は
ヤ
ツ
カ
の
ツ
ル
ギ
を
掛
け
ま
す
。
中
枝
に
は
ヤ
タ
カ
ガ
ミ
で
す
。
下
枝
に
は
マ
ガ
タ
マ
を

掛
け
て
、
ト
モ
ヘ
（
傍
）
に
シ
ラ
ハ
タ
を
掛
け
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

カ
ン
カ
シ
ヒ
メ
は
、
先
遣
隊
の
オ
オ
の
タ
ケ
モ
ロ
と
、
キ
の
ウ
ナ
テ
、
モ
ノ
ヘ
・
ナ
ツ
ハ
ナ
に
言
い
ま

す
。 

３
８
‐
３
０ 

「
我
が
類
（
た
ぐ
い
）
は
違
（
た
が
）
わ
ず
ア
メ
（
朝
廷
）
の
恵
み
を
得
て
ゆ
き
ま
す
。 

 

た
だ
、
損
（
そ
こ
）
な
う
人
た
ち
が
一
部
に
居
ま
す
の
で
す
。 

 

ハ
ナ
タ
レ
と
、
ミ
ミ
タ
レ
と
、
ア
サ
ハ
ギ
と
、
ツ
チ
オ
リ
と
、
ヰ
オ
リ
で
す
。 

 

ハ
ナ
タ
レ
は
、
ミ
タ
リ
マ
タ
カ
リ
【
詳
細
は
未
詳
】
名
を
借
り
て
ウ
サ
に
タ
ム
ロ
（
屯
）
し
て
鳴
り
響
か

せ
て
い
ま
す
。 

 

ミ
ミ
タ
レ
は
、
暴
力
で
貪
り
ま
す
。
タ
ミ
か
ら
掠
め
取
っ
て
の
ミ
ケ
ガ
ワ
の
ヱ
（
宴
会
か
？
）
で
す
。 

 

ア
サ
ハ
ギ
は
、
共
の
類
を
集
め
て
タ
カ
ハ
カ
ワ
に
タ
ム
ロ
し
て
い
ま
す
。 

ツ
チ
オ
リ
と
、
ヰ
オ
リ
は

ミ
ト
リ
ノ
の
川
の
要
害
に
隠
れ
て
掠
め
取
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
、
カ
ナ
メ
（
要
）
の
地
に
集
ま
っ
て

オ
サ
（
頭
目
、
か
し
ら
）
だ
と
勝
手
に
名
乗
っ
て
、
暴
力
行
為
を
周
囲
に
及
ぼ
す
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
し

か
る
べ
く
こ
れ
を
お
討
ち
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
」 

 

つ
ま
り
、
私
的
に
頭
目
を
名
乗
っ
て
、
税
金
な
ど
公
的
な
上
納
物
を
横
取
り
し
て
い
る
の
で
す
。
後
の

世
に
も
、
平
安
時
代
の
末
期
に
は
世
が
乱
れ
に
乱
れ
た
の
も
、
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。
放
置
し
て
お

い
た
ら
、
戦
国
時
代
に
な
り
ま
す
。
現
代
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
制
度
も
、
立
て
直
し
の
た
め
の
基
礎
に

な
り
ま
す
よ
う
で
す
。 

３
８
‐
３
３ 

カ
ン
カ
シ
ヒ
メ
の
話
に
よ
っ
て
、
オ
オ
の
タ
ケ
モ
ロ
は
謀
（
は
か
り
ご
と
）
を
立
て
ま
す
。（
オ
オ

は
ミ
シ
リ
ツ
ヒ
コ
の
子
孫
で
、
太
安
万
侶
と
同
祖
で
し
ょ
う
か
。
ホ
３
１
‐
３
７ 

多
氏
は
名
前
の
通
り
に
、

各
地
に
繁
栄
し
ま
し
た
）
ア
カ
キ
ヌ
の
ハ
カ
マ
な
ど
引
き
出
物
を
篤
く
出
し
て
ア
サ
ハ
ギ
を
召
し
寄
せ
ま

し
た
。
ア
サ
ハ
ギ
を
通
じ
て
仲
間
を
呼
ば
し
め
ま
す
と
、
皆
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
を
フ
ツ
ク
（
悉

く
）
殺
し
て
収
ま
り
ま
し
た
。 

 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
も
一
緒
に
ミ
ユ
キ
に
な
り
ま
し
て
、
ト
ヨ
の
ク
ニ
の
ナ
ガ
オ
に
カ
リ
ミ
ヤ
コ
を
設
け

ま
す
。 

３
８
‐
３
５ 

メ
ツ
キ
（
１
０
月
）
に
は
ハ
ヤ
ミ
ム
ラ
に
至
り
ま
す
。
ヲ
サ
の
ハ
ヤ
ミ
ツ
メ
は
ミ
ユ
キ
を
聞
い
て
、

自
ら
迎
え
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
ネ
ツ
の
イ
ワ
ヤ
に
二
人
の
ツ
チ
ク
モ
が
タ
ム
ロ
し
て
困
っ
て
い
ま
す
。
名
は
、
ア
オ
ク
モ
と
シ
ラ
ク

モ
で
す
。 
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ま
た
、
ナ
オ
リ
の
ネ
ギ
ノ
に
は
３
人
の
ツ
チ
ク
モ
が
居
ま
す
。
ウ
チ
サ
ル
と
、
ヤ
タ
と
、
ク
ニ
マ
ロ
で

す
。 

 

こ
れ
ら
の
五
つ
の
ツ
チ
ク
モ
は
ト
モ
カ
ラ
（
輩
）
の
力
の
強
い
者
を
集
め
て
置
い
て
い
ま
す
。
ア
ナ
カ

チ
（
強
ち
）
に
召
せ
ば
イ
ク
サ
に
な
り
ま
し
ょ
う
」 

 

３
８
‐
３
７ 

ハ
ヤ
ミ
ツ
メ
の
話
を
お
聞
き
に
な
っ
て
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
進
み
得
な
い
で
い
ま
し
た
。
ク
タ

ミ
の
ム
ラ
の
カ
リ
ミ
ヤ
に
て
の
ハ
カ
リ
（
会
議
）
で
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
モ
ロ
が
討
た
ば
（
正
面
攻
撃
を
す
る
と
）
、
ク
モ
達
は
恐
れ
て
隠
れ
る
だ
ろ
う
」 

 

そ
こ
で
、
ツ
バ
キ
（
椿
）
を
取
っ
て
ツ
チ
と
為
し
て
、
力
強
き
人
を
選
ん
で
ツ
チ
を
以
っ
て
ヤ
マ
を
穿

（
う
が
）
ち
て
草
を
分
け
て
、
イ
ワ
ヤ
の
ク
モ
を
打
ち
殺
さ
せ
ま
し
た
。
イ
ナ
ハ
カ
ワ
の
ヘ
（
辺
り
）
は
チ

タ
（
血
が
集
ま
り
染
ま
っ
た
）
と
な
り
ま
し
た
。 

３
８
‐
３
９ 

次
に
ウ
チ
サ
ル
を
討
た
ん
と
し
て
、
ツ
ハ
キ
イ
チ
か
ら
ネ
ギ
ヤ
マ
を
越
す
時
に
ア
タ
（
仇
・
ウ
チ

サ
ル
）
が
ヨ
コ
ヤ
（
横
か
ら
の
矢
）
を
射
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
（
雨
）
よ
り
も
繁
（
し
）
げ
く
て
進
み
得
な

い
の
で
、
後
退
し
て
キ
ワ
ラ
に
戻
り
ま
す
。「
フ
ト
マ
ニ
」
の
ウ
ラ
ナ
イ
に
拠
り
ま
し
て
、
ヤ
タ
を
先
に
討

ち
ま
す
。
ネ
ギ
ノ
に
て
、
ヤ
タ
を
討
ち
破
り
ま
す
と
、
ウ
チ
サ
ル
は
降
伏
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
ヲ
シ

ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
お
許
し
に
な
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
ニ
マ
ロ
も
ウ
チ
サ
ル
共
々
滝
に
身
を
投
げ
て
収
ま

り
ま
し
た
。 

３
８
‐
４
２ 

ソ
ノ
ハ
シ
メ
【
詳
細
は
未
詳
】
カ
シ
ハ
オ
に
あ
る
石
は
、
長
さ
が
ム
タ
（
６
尺
）
で
、
幅
は
ミ
タ

（
３
尺
）
、
厚
さ
は
ヒ
ト
タ
ヰ
キ
（
１
尺
５
寸
）
あ
り
ま
し
た
の
を
、
ス
ヘ
ラ
ギ
（
景
行
天
皇
）
が
祈
り
ま

す
と
飛
び
上
が
っ
た
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
ミ
ヨ
ロ
シ
（
カ
ナ
サ
キ
）
と
、
ナ
オ
リ
カ
ミ
（
ナ
オ
リ
・
ナ

カ
ト
ミ
、
カ
ス
ガ
）
と
、
モ
ロ
ハ
【
モ
ロ
ハ
ト
ミ
か
？
】
の
ヤ
シ
ロ
（
神
社
）
を
建
て
て
祭
ら
し
め
ま
し
た
。 

３
８
‐
４
３ 

い
よ
い
よ
、
本
命
の
目
的
の
ク
マ
ソ
の
平
定
に
向
か
い
ま
す
。
ネ
ツ
キ
（
１
１
月
）
に
至
り
ま
す

カ
リ
ミ
ヤ
は
ヒ
フ
ガ
・
タ
カ
ヤ
で
す
。 

 

シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
５
日
に
、
ク
マ
ソ
の
攻
略
の
た
め
の
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
ミ

コ
ト
ノ
リ
を
仰
い
ま
す
。 

 

「
わ
れ
聞
く
ク
マ
ソ
に
は
、
ヱ
ア
ツ
カ
ヤ
と
オ
ト
セ
カ
ヤ
の
兄
弟
が
差
配
し
て
い
る
と
。
ま
た
、
人
々
を

集
め
て
自
分
を
強
者
の
意
味
の
タ
ケ
ル
と
言
っ
て
い
る
。
矛
先
を
交
え
て
勝
る
も
の
は
な
い
、
と
。
そ
れ

で
、
誰
一
人
と
し
て
一
言
も
言
え
な
い
で
居
る
。
タ
ミ
（
一
般
民
衆
）
の
痛
み
で
あ
る
こ
と
、
か
な
。 

 

そ
こ
で
、
ホ
コ
（
ツ
ル
ギ
）
に
拠
ら
ず
平
定
す
る
方
策
を
取
り
た
い
も
の
だ
」 

 

時
に
、
一
人
の
ト
ミ
（
お
そ
ら
く
は
、
オ
オ
の
タ
ケ
モ
ロ
か
？
）
が
進
ん
で
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 

「
ク
マ
ソ
に
は
フ
カ
ヤ
と
ヘ
カ
ヤ
の
二
人
の
娘
が
居
て
、
キ
ラ
キ
ラ
し
く
も
チ
チ
（
父
）
に
イ
サ
メ
（
諫

言
）
を
言
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
娘
を
重
き
引
き
出
物
に
よ
っ
て
召
し
入
れ
て
、
ヒ
マ
（
隙
間
）
を
伺
っ
て
ト
リ
コ
（
捕
虜
）
に

し
ま
し
ょ
う
」 

３
８
‐
４
７ 

ス
ヘ
ラ
ギ
は
「
良
か
ら
ん
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。
キ
ヌ
（
絹
）
に
欺
く
謀
で
す
。
二

人
の
娘
は
、
キ
ミ
の
ミ
モ
ト
（
御
許
）
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
姉
の
フ
カ
ヤ
が
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
キ
ミ
な
愁
（
う
れ
）
ひ
、
ソ
（
否
定
・
禁
止
） 

は
か
ら
ん
」 

 

フ
カ
ヤ
ヒ
メ
は
、
ツ
ワ
モ
ノ
（
兵
士
）
を
連
れ
て
実
家
に
帰
り
ま
す
。
チ
チ
の
ア
ツ
カ
ヤ
に
酒
を
沢
山
浴

び
る
ほ
ど
飲
ま
せ
ま
し
て
酔
わ
せ
ま
す
。
チ
チ
の
ユ
ミ
ツ
ル
（
弓
弦
）
を
切
っ
て
置
い
て
、
ツ
ワ
モ
ノ
に
チ

チ
を
殺
さ
せ
た
の
で
し
た
。 

３
８
‐
５
０ 

ス
ヘ
ラ
ギ
は
、
姉
フ
カ
ヤ
ヒ
メ
が
シ
ム
（
血
筋
）
を
断
つ
の
を
許
せ
ま
せ
ん
で
し
て
、
憎
み
て
、
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フ
カ
ヤ
ヒ
メ
を
殺
さ
せ
ま
し
た
。 

 
妹
の
ヘ
カ
ヤ
ヒ
メ
と
、
叔
父
（
オ
ト
セ
カ
ヤ
）
の
子
の
ト
リ
イ
シ
カ
ヤ
を
結
婚
さ
せ
て
ク
ニ
ツ
コ
に
任

命
し
ま
し
て
ク
マ
ソ
の
叛
乱
は
終
息
し
ま
し
た
。 

 

３
８
‐
５
１ 

な
お
、
ツ
ク
シ
（
九
州
）
の
全
土
に
安
定
を
齎
（
も
た
ら
）
す
為
に
、
６
年
に
な
る
ま
で
の
間
（
景

行
１
２
年
か
ら
１
７
年
ま
で
）
タ
カ
ヤ
の
ミ
ヤ
（
西
都
市

さ

い

と

し 

都
於
郡

と
の
こ
お
り

、
黒
貫
寺
の
近
く
。
す
ご
い
竹
藪
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
近
く
に
は
塩
水
が
湧
く
冷
泉
の
鹿
野
田
神
社
が
あ
り
ま
す
）
に
お
わ
し
ま
す
の
で
し
た
。 

 

・  

・ 
 

・ 

 

の
ち
に
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
の
キ
ミ
は
「
わ
れ 

く
ら
く
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
事
が
御
座
い
ま

し
た
。 

 

 

「
ア
メ
の
ミ
チ
」
に
暗
く
、
と
言
う
意
味
で
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
。 

時
代
の
為
せ
る
業
で
す
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ま
の
時
代
、
す
で
に
、
は
る
か
に
カ
ミ
ヨ
は
遠
く
に
な
り
ま

し
た
。
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
の
御
代
の
最
後
に
タ
シ
マ
モ
リ
に
カ
ク
の
木
の
実
を
採
っ
て
き
て

も
ら
っ
た
の
も
、「
ア
メ
の
ミ
チ
」
を
慕
っ
て
の
事
で
す
。
そ
れ
も
、
タ
シ
マ
モ
リ
が
悲
観
し
て
自
殺
を
し

て
し
ま
う
始
末
で
し
た
。
タ
シ
マ
モ
リ
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
に
は
期
待
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？ 

（
タ
シ
マ
モ
リ
が
帰
京
し
た
ア
ス
ス
７
８
８
年
は
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
８
１
歳
） 

当
時
の
状
況
は
、
お
そ
ら
く
誰
が
当
事
者
に
な
っ
て
も
、
同
じ
で
し
ょ
う
か
？
あ
る
い
は
、
ア
マ
テ
ル

カ
ミ
な
ら
、
も
う
少
し
違
っ
た
道
行
き
に
導
か
れ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

今
に
し
て
こ
そ
で
す
が
、
願
う
べ
き
は
、
国
家
に
つ
い
て
、
ク
ニ
ト
コ
タ
チ
さ
ま
か
ら
の
こ
と
、
も
っ
と

語
れ
な
か
っ
た
の
か
な
？ 

 

歴
史
を
、
こ
れ
か
ら
未
来
に
直
し
て
ゆ
く
事
は
、
ヲ
シ
テ
の
復
活
で
し
ょ
う
。 

わ
た
く
し
た
ち
が
為
す
べ
き
は
現
代
に
、
ヲ
シ
テ
文
献
を
以
て
し
て
記
紀
の
誤
謬
を
や
り
直
す
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
、
ま
と
も
な
歴
史
を
真
摯
に
語
っ
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
思
う
訳
で
御
座
い
ま
す
。 


